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1. はじめに

近年ネットワークインフラの普及率は非常に高くなっ

ており、ネットワーク規模が増大している．またネット

ワーク技術の多様化，それに加えネットワークのマルチ

ベンダー化が進みネットワークの複雑さが問題になって

いる．それによりネットワークの設計，管理などが困難

になっている．その困難さはネットワーク管理の効率を

著しく低下させる原因になる．

我々はネットワーク記述言語( Network  Description 
Language ，以下 NDLと記す)によってネットワークの設
計，管理などを統一的に扱うことを提案している[1]．こ

れまでにネットワーク設計システムの開発してきている

が，エージェント記述には非対応であった．本稿ではエ

ージェントの記述形式の検討とシステムの実装について

報告する．

2. NDL の概要

ネットワークの設計や設定，管理を行うための XML形
式で記述されたデジタルデータである．

2.1 記述ファイル

(1)ネットワーク設計の記述ファイル

ネットワークの設計はネットワーク設計者によって記

述されるネットワークの要求仕様，いわゆる設計図であ

る．ネットワークの構成，使用機器の情報などが記述さ

れる．

(2)ノードの定義の記述ファイル

ノード（ネットワーク機器）の基本的な設定項目をあ

らかじめ定義し，記述したもの．ノードのタイプごとに

記述されている．ネットワーク設計ツールを起動すると

きに読み込まれる．

(3)ネットワーク機器の設定の記述ファイル

ネットワーク機器の設定を記述したもの．ただしネッ

トワーク機器の設定はネットワークの設計を何らかの方

法で機器に適用可能な形に変換する必要がある．

(4)ネットワークの状態(スナップショット)の記述ファ

イル

ネットワーク管理時に，ネットワークの状態を NDLで
記述し，ネットワークの設計と比較できるようにしたも

の．

上記の４つのうちネットワークの設計とノードの定義

が設計，ネットワーク機器の設定が設定，ネットワーク

の状態が管理にあたる．それぞれ同一のファイルではな

いので注意が必要である．

2.2 記述の対象

NDLにおけるネットワーク記述の対象には４つのがあ

る．記述するのは次の通りである．

(1)ノード

ルーターや PCのような通信を行う物理的なネットワー
ク機器

(2)リンク

ノード間にある物理的な接続．LANケーブルなどがこ
れにあたる．

(3)エージェント

ノード上で動く通信を伴うソフトウェア

(4)フロー

エージェント間での接続，通信

2.3 NDLの構造

ネットワーク記述言語の基本的な構造を以下に示す．

ネットワーク記述言語は XMLで書かれているのでまずタ
グの説明を図1で行う．

図示の networkタグはツリー構造の最上位の要素である．
nodesタグはノードの情報を格納する．ネットワーク全体
に一つしか存在しない．nodeタグは個々のノードの情報
を持つ．属性として idを持つ．linksタグはリンクの情報
を格納する．このタグの子要素である linkタグには個々の
リンク情報を格納する． linkタグは idを使いリンクされて
るノードを示す．agentsタグはエージェントについての情
報を格納する．このタグは各 nodeタグにそれぞれ一つし
か存在しない．agentタグはエージェント個別の情報を格
納する．flowsタグはフローの情報を格納する．Flowタグ
は個々のフロー情報を格納する． node agent， タグの子要

素には具体的な情報を格納するタグが多数用意される．

本研究では，具体的な情報にそのネットワーク監視に

必要なタグをいくつか追加し，ネットワーク管理と設計

設定の連携を図った．

図1　NDL の基本的な構成を行うタグ一覧
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図2 エージェントタグの一例

2.4 エージェント記述

本研究で追加したエージェントの記述について述べる。

本研究では議論されていたエージェントの記述を元に管

理側の情報を加えて実装した．

実装したエージェントのタグの一例を図２に示す．

図示の nameタグではエージェントの名前を記述する．
Workタグはエージェントに関する情報を格納したタグを
保持している．timeタグはエージェントの稼動時間帯を記
述している．trouble_valueタグはエージェントの重要度を
記述する．このタグの内容は must/should/mayの三段階で
表す．flowタグは図１のタグと同様の内容である．option
タグは機器やエージェント固有の追加情報を記述する．

hresholdタグは PCなどネットワーク機器の CPU使用率，
ディスク使用率などの閾値を記す．work threshold， タグは

管理側に必要な情報である．

3. システムの概要，実装

3.1 概要

NDLは前述のとおり XML形式である．つまりテキスト
エディタで書くことができる．しかし様々なタグがあり

拡大する現在のネットワークを全て書いて　いくのは現

実的ではない．そのためそれを効率化する必要がある．

先行研究によって設計ツールの開発はなされているが

どちらもエージェントの記述までは実装にいたっていな

い．よって今回の研究ではエージェントの記述に対応し

た設計ツールを作成する．

エージェント記述対応に関しては以下のやり方で検討

する．

(1)GUI上で他のノードを配置するようにエージェント
を配置できるようにし，それぞれのノードに対応付けで

きるようにする．

(2)それとは別にエージェント用のフレームを作り，効

率的に設定できるようにする．

図４ エージェント情報などの記述画面

3.2 実装

本プログラムでは開発言語を Java[2]とし開発環境とし
てNetBeans IDE6.8を用いた．以下の機能を実装した．
(1)エージェントのネットワーク設計エリア上への記述

対応．

(2)エージェントの記述対応に伴い，NDLの再定義．管
理に必要な情報を導入した．

図３，４に設計システムを用いての設計画面を示す．

図３は設計システムの画面、図４はエージェントやノー

ドの方法を記述する画面である．

設計図をネットワーク設計エリアに記述し，「XMLフ
ァイルのエクスポート」を選択すると設計ファイルが出

力される．

4. 考察

エージェントを記述できるようにするという目標は達

成した．しかし設計エリアからの情報の入力方法や NDL
で記述すべき情報など検討すべき問題がある．また NDL
の定義ファイルにいくつかのネットワーク監視に必要な

タグを追加したのでそれを考慮したネットワーク設計シ

ステムの開発が必要である．

5. おわりに

本研究では NDLにエージェント記述を追加し，ネット
ワーク設計システムをエージェントの記述に対応させた

また，NDLの設定ファイルの定義に管理側の情報を追加
しネットワークとの連携をとりやすくした．

本研究の課題としてはグループ操作機能の実装があげ

られる．ネットワーク規模が増大している近年ではノー

ド数が非常に多くなるのも珍しくない．そうなると設計

システムを使用しても設定の入力は非常に手間となる．

そのため NDLでグループ機能の定義が必要であり，それ
を設計システムに実装する必要がある．
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図３　設計システム画面
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